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一般質問一般質問

　
い
つ
災
害
が
発
生
し
て
も
安
全
で

迅
速
に
行
動
し
避
難
す
る
こ
と
で
、

町
民
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る

対
策
を
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
本
町

に
お
い
て
推
進
す
べ
き
で
は
。

奥
山
町
長

　

町
の
助
成
に
よ
る
防
災
士
資
格
の

取
得
状
況
は
、７
自
治
会
で
合
計
16
名
。

　

８
月
27
日
に
は
旭
川
開
発
建
設
部

の
協
力
で
、
小
中
学
校
児
童
生
徒
の

ほ
か
、
一
般
町
民
約
１
９
０
名
を
対

象
に
公
民
館
で
水
防
研
修
会
を
開
催

し
た
。

　

全
町
防
災
訓
練
は
、
効
果
的
な
あ

り
方
に
つ
い
て
研
究
し
た
い
。

　

避
難
行
動
要
支
援
者
は
９
月
１
日

現
在
34
名
で
あ
り
、
今
後
も
避
難
支

援
関
係
者
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対

応
す
る
。

　

町
民
へ
の
災
害
対
策
と
し
て
、
普

段
か
ら
必
要
な
備
品
を
準
備
す
る
よ

う
周
知
に
努
め
る
。

○
再
質
問

　
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
ま

た
性
暴
力
や
Ｄ
Ｖ
の
被
害
に
遭
わ
な

い
体
制
づ
く
り
、
炊
き
出
し
の
運
営

等
を
考
え
た
ら
防
災
会
議
の
女
性
参

画
を
増
や
す
取
り
組
み
が
必
要
で
は
。

辻
副
町
長

　

女
性
委
員
を
増
や
せ
る
余
地
は
あ

る
の
で
、
各
自
治
会
に
働
き
か
け
た

い
。

小お

野の

田だ

久く

美み

子こ 

議
員

問 �

安
全
迅
速
な
災
害
対

策
と
避
難
所
運
営
は

答 �

全
町
防
災
訓
練
の
あ

り
方
を
研
究
し
た
い

　
今
年
７
月
の
大
雨
で
、
多
く
の
農

地
が
冠
水
し
農
作
物
へ
の
被
害
が
発

生
し
た
。
河
川
が
急
激
に
増
水
し
た

場
合
、
樋
門
管
理
の
現
状
と
課
題
、

今
後
の
対
策
は
。

奥
山
町
長

　

北
海
道
管
理
河
川
の
樋
門
管
理
に

つ
い
て
は
、
点
検
や
操
作
を
道
か
ら

本
町
へ
委
託
を
受
け
て
お
り
、
さ
ら

に
本
町
か
ら
各
地
先
の
方
々
や
町
内

業
者
に
樋
門
管
理
を
委
託
し
、
水
防

活
動
に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

現
在
、
業
者
委
託
し
て
い
る
樋
門

の
数
は
76
基
中
26
基
で
あ
り
、
急
激

な
河
川
の
増
水
に
よ
っ
て
操
作
が
間

に
合
わ
な
か
っ
た
箇
所
が
あ
っ
た
ほ

か
、
こ
れ
ま
で
の
大
雨
で
は
操
作
を

必
要
と
し
な
か
っ
た
樋
門
に
お
い
て

も
農
地
の
浸
水
が
発
生
し
た
。

　

今
後
の
樋
門
管
理
の
対
策
と
し
て
、

委
託
業
者
側
の
人
員
の
確
保
と
、
樋

門
を
巡
回
す
る
た
め
の
人
員
を
複
数

班
や
複
数
人
で
迅
速
に
巡
回
で
き
る

体
制
づ
く
り
、
委
託
業
者
と
樋
門
の

地
先
が
連
携
し
て
適
切
な
タ
イ
ミ
ン

グ
で
樋
門
操
作
を
す
る
な
ど
、
具
体

的
な
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。

　

道
や
町
、委
託
業
者
、地
先
の
方
々

と
研
修
会
を
通
し
て
問
題
点
な
ど
を

共
有
し
な
が
ら
、
大
雨
に
よ
る
被
害

が
最
小
限
に
な
る
よ
う
対
応
に
努
め

る
。

池い
け

澤ざ
わ　

哲て
つ

也や �

議
員

問 �

大
雨
に
よ
る
農
業
被

害
へ
の
対
策
は

答 �

樋ひ

門も
ん

の
関
係
者
と
問

題
を
共
有
し
対
応

▲水防研修会で150ミリ降雨の体験

▲適切な操作が求められる樋門管理
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